
午後の部 (伝送交換)平 成 ３ １ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻
１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目
１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目
１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ
伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15
無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝46

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝47～伝61
通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝62～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝80

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)
生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)
｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。
解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡(2)

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません
二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。
免除科目がある場合は、 科目欄は記入しないでください。(3) その

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』
(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んで専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力
ください。
試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。
(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号 解答の公表は７月１７日１０時以降の予定です。
(控 え) 合否の検索は８月 ５日１４時以降可能の予定です。

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 伝 送

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＰパケットなどを伝送するための技術について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ上でＩＰパケットを伝送する方法に (ア) といわれる方式がある。

(ア) は、ＨＤＬＣ準拠の (イ) フレームを用いてＩＰパケットをＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ

のペイロードへ直接マッピングする方式であることから、ポイント・ツー・ポイント型の通信

に限られる。 (ア) では、ＩＰパケットを分割することなくＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送路上

で転送することができる。

また、イーサネットフレームやＩＰパケットなどの多様なクライアント信号をＳＤＨやＯＴＮ

のペイロードに効率的にマッピングする (ウ) といわれる技術がＩＴＵ－Ｔで勧告されて

いる。 (ウ) では、バーチャル・コンカチネーションと (エ) とを組み合わせること

により、イーサネットフレームをＳＤＨ／ＳＯＮＥＴで伝送するだけでなく、ＳＴＭ－６４／

ＯＣ－１９２のペイロードを細かく分けて利用することや、ダイナミックに帯域幅を変えるこ

とも可能になっている。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＭＡＣ ② ＰＯＮ ③ ＬＣＡＳ ④ Ｌ２ＴＰ

⑤ 速度変換 ⑥ ＰＯＳ ⑦ ＰＯＨ ⑧ 暗号化

⑨ ＬＡＰＢ ⑩ ＧＦＰ ⑪ ＴＣＰ ⑫ ＩＰｓｅｃ

⑬ ＵＤＰ ⑭ 符号化 ⑮ ＰＰＰ ⑯ ＧＭＰＬＳ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

１０ＧＢＡＳＥ－Ｔの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① １０ＧＢＡＳＥ－Ｔでは、受信フレームの誤り訂正を行うために、線形ブロック

符号であるＬＤＰＣ(Low Density Parity Check)といわれる誤り訂正符号を用いて

いる。

② １０ＧＢＡＳＥ－Ｔでは、一つのツイストペアを双方向通信で使用し、４ペアを

同時に使って１０ Ｇbit／s の伝送速度を実現している。

③ １０ＧＢＡＳＥ－Ｔでは、信号伝送に必要な周波数帯域幅を抑えるために、多値

の振幅変調であるＰＡＭ１６といわれるベースバンド変調方式を用いている。

④ １０ＧＢＡＳＥ－Ｔで用いられるカテゴリ７のケーブルは、全てのツイストペア

を一括してシールドせず、個々のツイストペアを金属箔でシールドしている。
はく

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送方式について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

＜ ＞(カ)の解答群

① ＳＤＨのＳＴＭ－０は、主に日本国内における６４kbit／s系音声信号の網間接

続に使用され、フレームは９行９０列の２次元バイト配列で表される。また、フ

レームの先頭９行３列はセクションオーバヘッドとＡＵポインタから構成され、こ

れに続く９行８７列はペイロードでありＶＣ－３が１個入る。

② 装置内クロックで生成されるＳＴＭ－１フレームを用いて、受信クロックで抽出

されるＶＣ－３を多重化する場合に位相のずれが生ずる場合がある。この位相のず

れを補正する負スタッフとは、ＳＴＭ－１に対しＶＣ－３が１ Ｂyte 分進んだ場合

に、ＳＴＭ－１のＨ３バイトにＶＣ－３の情報を入れて補正することをいう。

③ ポインタは多重化されている情報の先頭を指示することができ、ＳＴＭ－１に

ＶＣ－３が多重される場合、ＡＵ－３ポインタであるＤ１、Ｄ２及びＤ３バイトが、

ＶＣ－３の先頭バイトであるＪ１バイトの位置を指示する。

④ ＳＤＨは１５５.５２ Ｍbit／s を、ＳＯＮＥＴは５１.８４ Ｍbit／s を伝送速度の

基本ビットレートとしている。ＳＴＭ－１とＯＣ－３の伝送速度はともに１５５.５２

Ｍbit／s であるが、ＳＤＨ装置とＳＯＮＥＴ装置を対向して伝送した場合、ＳＤＨ

とＳＯＮＥＴのＡＵポインタにおけるＳＳビットの定義が異なるため、ポインタ異

常を検出して通信ができない場合がある。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル伝送方式における雑音及び符号誤りについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ＰＣＭ方式では、標本化された信号は量子化の際に離散的な値に変換されるため、

実際の信号との誤差による雑音が生ずる。標本化された信号の振幅が量子化のステッ
１

プ幅内に一様に分布しているとし、その量子化ステップの幅を に細かくすれば、
２

量子化雑音電力は４倍に増加する。

② 符号誤り率(ＢＥＲ)が同じ回線において、符号誤りがバースト的に発生する回線

は、符号誤りがランダムに発生する回線と比較して、％ＥＦＳの値が大きく、％ＥＳ

の値が小さい。

③ ＰＣＭ方式において、ＰＡＭ信号を元のアナログ信号に復元するには理想低域通

過フィルタで行う必要があるが、実際には物理的に実現できるフィルタで近似して

いる。このため、伝送する信号帯域の最高周波数より上の周波数成分を完全に除去

しきれず、高調波成分が混入して雑音となる。これは準漏話雑音といわれる。

④ アイパターンは、デジタル伝送路などにおける信号の劣化の度合いを示したもの

である。アイの劣化は振幅方向と時間軸方向に分けられ、振幅方向の劣化はジッタ、

ワンダなどに起因し、時間軸方向の劣化は符号間干渉、エコーなどに起因している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ネットワークの収容設計に関するレイヤごとの伝達機能の特徴などについて述べた次の文章

のうち、誤っているものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ＯＳＩ参照モデルの階層に対応した<Ｎ>層が必要とする機能モジュールをモデル

化した概念は<Ｎ>エンティティといわれ、<Ｎ>エンティティが相手の<Ｎ>エンティ

ティと情報を送受するためのプロトコルは<Ｎ>プロトコルといわれる。レイヤ２プ

ロトコルにはＨＤＬＣなど、レイヤ３プロトコルにはＸ.２５などがある。

② 伝達網の基本機能として、多重化、ルーティング、プロテクション及びレスト

レーションがあり、伝達網を構成するに当たっては、どの機能をどのレイヤに実装

するかが重要なポイントとなる。

③ 各レイヤが有する多重化機能は、一般に、高位レイヤほど処理が複雑となること

から、多重化が可能な最大速度は、高位レイヤほど大きくなる。例えばトータルの

容量が数十 Ｇbit／s を超える場合は、ＩＰパケットによる多重化が有効となる。

④ 各レイヤが有するルーティング機能で扱うことができるパスの規模は、低位レイ

ヤほど大きく、ハードウェアによるルーティング処理を行うことにより、一般に、

低位レイヤほどスループットが向上する。



伝4

問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光受動デバイスの種類と特徴について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光受動デバイスには、誘電体多層膜フィルタ、波長選択性光ファイバカプラ、ＡＷＧ、ＦＢＧ

などがある。

誘電体多層膜は、 (ア) の異なる誘電体を多層に積み上げて作った薄膜構造を有してお

り、多重反射と多重干渉の効果により特定の波長のみを透過し、他の波長を反射するように設

計することができる。

光ファイバカプラは２本の光ファイバの (イ) に波長依存性があることを利用したもの

であり、 (イ) が最大・最小となる波長を設計することにより光合分波を行う。

ＡＷＧは、平面導波路上に回折格子を形成し、 (ウ) の異なる複数のアレイ導波路群か

らの回折光の干渉を利用して光合分波を行う。

ＦＢＧは、光ファイバのコア内に回折格子を形成し、 (エ) 波長と一致する光のみを反

射するものであり、小型、低損失、伝送用光ファイバとの整合性の良さなどの特徴を有してい

る。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 長さ ② 抵抗率 ③ ゼロ分散 ④ カットオフ

⑤ 吸収損失 ⑥ 偏光度 ⑦ 熱膨張率 ⑧ ストークス

⑨ コア径 ⑩ 増倍率 ⑪ 波長分散 ⑫ モード結合

⑬ 屈折率 ⑭ ブラッグ ⑮ 構造分散 ⑯ 偏波消光比
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光変調方式又は光変調器について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 光信号を変調する方式は直接変調と外部変調に大別され、駆動回路でＬＤにバイ

アス電流と高周波の変調信号電流を印加する方式は外部変調に分類される。

② 主な外部変調器には、ＬiＮbＯ の電気光学効果を利用したＬＮ変調器と、半導体３

の電界吸収効果を利用したＥＡ変調器がある。

③ ＬＮ変調器は、電気光学結晶に電圧を印加することにより導波路の屈折率を変化

させて変調する方式を採っており、位相変調には用いられるが、強度変調には用い

られない。

④ ＥＡ変調器は、アモルファスといわれる半導体の微細構造に電界を印加して変調

する方式を採っている。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

石英系光ファイバの非線形光学効果について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 光ファイバに極めて強い光を入射すると、入射光の周波数から１３ ＴＨz 低い

周波数付近にスペクトル幅の広い光が発生する。この現象は、光ファイバを構成す

る分子の振動に起因しており、誘導ラマン散乱といわれる。

② 光ファイバに光スペクトル幅の狭い強い光を入射すると、入射光の周波数より

１１０ ＧＨz 低い周波数付近に光が発生する。この現象は、誘導ブリルアン散乱

といわれ、入射光の方向と同じ方向に向かって発生する。

③ 光信号の群速度に比例して光ファイバの屈折率が変化することにより光信号の位

相変化が生ずる現象には、自己位相変調と相互位相変調があり、光信号自身の群速

度変化により生ずる位相変化は、自己位相変調といわれる。

④ 光周波数がそれぞれｆ 、ｆ 及びｆ の三つの光が光ファイバに入射されたとき、１ ２ ３

次式を満たす周波数ｆ の新たな光が発生する現象は、四光波混合といわれる。pqr

pqr p q rｆ ＝ ｆ ＋ｆ －２ｆ

ただし、ｐ、ｑ、ｒは１、２、３のいずれかであり、ｐ≠ｒ、ｑ≠ｒである。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光通信における信号劣化要因などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 送信回路などの電子回路で発生することが多い１０ Ｈz 以上の時間軸方向の信号の揺れは

ワンダ、伝送路の光ファイバの長さが温度変化によって伸縮することなどで発生する１０

Ｈz 未満の時間軸方向の信号の揺れはジッタといわれる。

Ｂ 伝送信号のビットパターンに依存して発生する光パルスの立ち上がり時間や立ち下がり時

間の変動は、パターン効果といわれ、アイパターンのアイ開口率の劣化として表れる。

Ｃ 一つの光源から出力された光信号が複数の光路に分かれ、光コネクタや光部品の端面で反

射した後、再び交じり合うことにより光の干渉現象が発生すると、光信号が劣化する。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバ伝送におけるクロスコネクトを用いたシステムなどについて述べた次の文章のう

ち、正しいものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① クロスコネクトを用いたシステムでは、伝送速度を落とすことなく高速のスクラ

ンブラを用いて伝送路相互間を任意に接続して、柔軟に伝送路パスを構成すること

ができる。

② クロスコネクト装置では、伝送路パスを多重分離する機能、伝送路パスの監視試

験機能などを備えるとともに、伝送路の故障時に伝送路パスの経路を再構成できる

パス設定機能、輻輳制御機能、経路情報交換機能などを備えている。
ふくそう

③ パス単位でクロスコネクトするＯＸＣでは、マイクロマシン技術を応用した導波

路型スイッチの一種であるＭＥＭＳを利用することにより、大規模化を実現してい

る。

④ ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴシステムで構成されるリング型ネットワークでは、ノード故

障、光ファイバ伝送路の断線故障などが発生したときにリング切替により伝送路パ

スを救済するために、一般に、アドドロップ機能、クロスコネクト機能などを有す

る装置が用いられている。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＷＤＭ伝送システムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＷＤＭ伝送システムは、波長分割多重技術を用いて、１本の光ファイバに波長の異なる複数

の光信号を多重化することにより、大容量のデータの高速伝送を可能とするものである。

ＷＤＭ伝送システムでは、ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などから受信した光信号は、一般に、

送信側のＷＤＭ端局装置の (ア) において、電気信号に変換されるとともに、雑音が除去

され、波形が整えられ、再び光信号に変換された後、多重化部に送られる。 (ア) では、

超高速及び長スパン伝送を実現するため、一般に、無変調連続波光源を用いた (イ) 変調

方式が適用された送信回路が用いられる。多重化部及び分離部ではＡＷＧが広く用いられてい

る。

光ファイバケーブル伝送路には、一般に、光ファイバによる光信号の減衰を補うため、３Ｒ

機能のうちのタイミング抽出及び (ウ) 機能は持たないが、低雑音な光増幅機能を持つ

(エ) 中継器が設置される。

伝送された光信号は、受信側のＷＤＭ端局装置において、光信号の分離及び変換処理を経て

ＳＤＨ／ＳＯＮＥＴ伝送装置などに出力される。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 無 線 ② アナログ ③ コンテナ ④ トランスポンダ

⑤ 直 接 ⑥ ＬＡＰＤ ⑦ 識別再生 ⑧ 中間周波数

⑨ 自 己 ⑩ 相 互 ⑪ ジッタ抑制 ⑫ リング共振器

⑬ 外 部 ⑭ 高感度 ⑮ 線 形 ⑯ クロック生成
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ｘＤＳＬの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 設備センタとユーザ間の通信媒体にメタリックケーブルを用いるデジタル伝送方

式として、ＡＤＳＬ、ＨＤＳＬ、ＳＤＳＬなどがある。このうちＨＤＳＬ及び

ＳＤＳＬは、いずれも上り方向と下り方向の伝送速度が等しい方式である。

② ＡＤＳＬの変調方式にはＣＡＰ方式とＤＭＴ方式がある。このうちＤＭＴ方式は、

ＣＡＰ方式と比較して、設備センタからの下り信号の伝送速度を高速にでき、かつ、

伝送路上で生ずるノイズの影響を受けにくい。

③ ＶＤＳＬは、２Ｂ１Ｑ符号化を用いてベースバンド伝送を行う方式であるＨＤＳＬ

と比較して、一般に、低速であるが最大伝送可能距離が長い。

④ １対のメタリックケーブルを用いて上り方向と下り方向の伝送を同時に行う方式

には、ＦＤＤ方式、エコーキャンセラ方式などがある。このうちエコーキャンセラ

方式は、上り方向と下り方向の帯域を重ねることができるため、一般に、ＦＤＤ方

式と比較して、必要とされる周波数帯域を狭くすることが可能である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＥ－ＰＯＮの初期設定プロセスについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 各ＯＮＵからＯＬＴまでの伝送距離が同一でない状況において、各ＯＮＵからの上り信号

が衝突しＯＬＴでの信号検出ができなくなることを避けるため、ＯＬＴが各ＯＮＵとの伝送

時間をあらかじめ測定するレンジング処理を行い、各ＯＮＵからの上り信号が衝突しない送

信タイミングを各ＯＮＵへ通知する方法が採られている。

Ｂ レンジング処理では、ＯＬＴが送信した遅延測定信号送出許可の命令を受信したＯＮＵは、

ある短い時間α後に遅延測定信号をＯＬＴへ送信する。ＯＬＴは、遅延測定信号送出許可を

送信してから遅延測定信号を受信するまでの時間(ＲＴＴ)を測定することで、ＯＬＴとＯＮＵ

間の往復遅延時間を次式により求めることができる。
α

往復遅延時間 ＝ ＲＴＴ －
２

Ｃ レンジングの処理中はレンジング窓といわれる一定の時間だけ他のＯＮＵの信号送出が禁

じられるため、レンジング窓よりもＲＴＴが小さいと往復遅延時間が測定できない。レンジ

ング窓の大きさにより、ＯＬＴとＯＮＵとの理論的な最大距離が決定される。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

固定無線アクセスシステムの特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ２.４ＧＨz帯及び５ＧＨz帯を使用する無線ＬＡＮをベースとしたＦＷＡは、ミ

リ波及び準ミリ波帯を使用したＦＷＡと比較して低コストで、電波の出力にかかわ

らず無線局免許が不要であるため、迅速な回線設定が可能である。

② 固定ＷｉＭＡＸやＩＥＥＥ８０２.１１ａ方式の無線ＬＡＮで採用されている

ＳＤＭＡ方式は、高速なデータを複数の低速なデータに分割し、複数のサブキャリ

アを用いて並列伝送を行うことにより、伝送遅延の影響を低減することが可能であ

る。

③ ＦＷＡには、基地局と複数の利用者を結ぶポイント・ツー・マルチポイント方式

と、基地局と利用者を１対１で結ぶポイント・ツー・ポイント方式がある。ポイン

ト・ツー・マルチポイント方式の最大伝送距離は、一般に、基地局を中心とした半

径２５ kｍ 程度である。

④ ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ規格などで用いられているＭＩＭＯ方式は、送受信に複

数のアンテナを用いることにより、空間多重による伝送速度の向上や複数の通信経

路の異なる電波の伝搬特性を利用したダイバーシチ効果による接続性の向上が図ら

れている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＣＡＴＶで用いられる映像配信技術について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① ＣＡＴＶによりデジタルテレビ放送の再放送を行う際、ＣＡＴＶの伝送路に適し

た伝送路符号に変換して伝送する方式は、周波数変換パススルーといわれる。

② ＣＡＴＶによりデジタルテレビ放送の再放送を行う際、放送波と同じ変調方式の

ままＣＡＴＶの伝送路に再放送する方式は、トランスモジュレーションといわれる。

③ 多チャンネル映像信号の光配信システムに用いられているＦＭ一括変調方式では、

周波数多重された映像電気信号を広帯域のＦＭ信号に変換し、このＦＭ信号でＬＤ

の出力光を強度変調している。

④ ＨＦＣ方式は、センタ側設備のヘッドエンド装置から途中の分岐点まで同軸ケー

ブルを用いて接続し、分岐点から先の各ユーザ宅まで光ファイバケーブルで接続す

る構成を採っており、一般に、下り伝送周波数を７７０ ＭＨz 程度まで拡大する

ことができる。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＶＲＲＰ(Virtual Router Redundancy Protocol)の概要について述べたものであ

る。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＶＲＲＰは、ＬＡＮなどのネットワークにおいて、外部ネットワークとの最初の接続点とな

る (ア) を冗長化するための標準プロトコルであり、実際に (ア) として稼働してい

る (イ) ルータに故障が発生した場合、 (ウ) ルータが直ちにパケットの転送を引き

継ぎ、故障による影響を最小限にとどめる仕組みになっている。

ＶＲＲＰにおいては、同一のＬＡＮ回線に接続されている複数のルータを１台の仮想ルータ

として扱うようにＶＲＲＰグループが構成される。ＶＲＲＰでは、仮想ルータの持つ仮想ＩＰ

アドレスとして、実際に割り当てられていないＩＰアドレス、又は実際に割り当てられている

実ＩＰアドレスを設定することができる。仮想ＩＰアドレスとして実アドレスを設定した場合、

実ＩＰアドレスを所有するルータが自動的に (イ) ルータとなる。

(イ) ルータは、 (エ) を定期的にマルチキャストすることにより動作中であるこ

とを知らせる。 (エ) が決められた時間内に受信されない場合、 (ウ) ル ータが

(イ) ルータとなる。仮想ルータには仮想ＭＡＣアドレスが割り当てられ、ＩＰｖ４では、

(ア) の仮想ＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に応答して、仮想ＭＡＣアドレスが通知さ

れる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① アクセス ② ＳＩＰサーバ ③ アドバタイズメント

④ ＬＳＲ ⑤ バックボーン ⑥ マスタ

⑦ スレーブ ⑧ Ｌ２ＳＷ ⑨ ＡＲＰパケット

⑩ リモート ⑪ バックアップ ⑫ ＩＮＶＩＴＥメッセージ

⑬ Ｒｅｇｉｓｔｅｒパケット ⑭ コア

⑮ スイッチングハブ ⑯ デフォルトゲートウェイ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６のアドレスなどの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＩＰｖ６のアドレスサイズは１２８ bit であり、そのアドレス表記は８ bit ず

つ１６個のブロックに分けて１６進数で表し、ブロック間をピリオド記号で区切る。

② ＩＰｖ６アドレスは、ノードが持つネットワークインタフェースに対して割り当

てられる。各ネットワークインタフェースには、複数のＩＰｖ６アドレスを割り当

てることが可能である。

③ ＩＰｖ６では、ブロードキャストはマルチキャストの特殊なケースとして用いら

れ、ブロードキャストアドレスは定義されていない。

④ ＩＰｖ６パケットの基本ヘッダのヘッダ長は４０ オクテット に固定されており、

拡張ヘッダは、基本ヘッダとペイロード部の上位層プロトコルヘッダとの間に書き

込まれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＵＤＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ ＵＤＰは、アプリケーションに対し、一般に、ストリーム型の全二重通信サービスを提供

する。

Ｂ ＵＤＰは、受信側のバッファをあふれさせないように、受信側から送信側へ送出を制御す

るフロー制御の機能を有している。

Ｃ ＵＤＰは、送受信されるデータグラムとデータグラムに付加される疑似ヘッダのチェック

サムによる誤り検出機能はあるが、再送制御及び順序制御の機能はない。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ６におけるルーティングプロトコルについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① ＯＳＰＦｖ３は、ＡＳ間の経路制御を行うパスベクタ型のプロトコルである。

② ＯＳＰＦｖ３で用いられるＨｅｌｌｏなどのＯＳＰＦパケットは、トランスポー

ト層のプロトコルとして、一般に、ＵＤＰを使用して交換される。

③ ＲＩＰｎｇは、ＡＳ内の経路制御を行うディスタンスベクタ型のプロトコルである。

④ ＲＩＰｎｇは、ＲＩＰｖ２と同様にプロトコルとして認証機能を有している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＣＭＰｖ６の特徴について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 通信を制御するためのメッセージを運ぶプロトコルであるＩＣＭＰｖ６のプロト

コル番号は、ＩＰｖ４のＩＣＭＰと同じ１を使用する。

② ＩＣＭＰｖ６メッセージには、大きく分けてエラーメッセージと情報メッセージ

の２種類がある。

③ エラーメッセージの一つであるパラメータ問題メッセージは、ノードがパケット

の処理中に、ＩＣＭＰｖ６ヘッダで問題を見つけた場合に生成される。

④ エラーメッセージの一つであるパケット過大メッセージは、ルータがパケットを

送信するときに、パケットのサイズが送信先リンクのＭＴＵよりも小さい場合に生

成される。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、インターネットプロトコルについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

インターネットプロトコル(ＩＰ)は、ＯＳＩ参照モデルのレイヤ３に相当する (ア) 型

の通信プロトコルである。

ＩＰｖ４におけるＩＰパケットは、可変長のヘッダ部とペイロード部から構成される。ヘッ

ダには、ＩＰルーティングに必要な情報として、送信元ＩＰアドレスや宛先ＩＰアドレスのほ

か、ＩＰパケットの優先度などを示す (イ) 、ＩＰパケットの分割を制御するフラグ及び

フラグメントオフセット、中継ルータ数の限界を示す (ウ) などが含まれる。

なお、オプションフィールド及びパディングビットを除くＩＰｖ４におけるＩＰパケットの

最小ヘッダ長は、 (エ) Ｂyte である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １６ ② ＱｏＳ ③ ＲＩＰ ④ コネクション

⑤ ２０ ⑥ ＴｏＳ ⑦ Ｐ２Ｐ ⑧ プロトコル番号

⑨ ３２ ⑩ ＭＡＣ ⑪ ＡＣＫ ⑫ コネクションレス

⑬ ６４ ⑭ ＴＴＬ ⑮ ＭＴＵ ⑯ ギャランティ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＭＰＬＳ又はトンネリングプロトコルについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＭＰＬＳに用いられるシムヘッダは、レイヤ２ヘッダとレイヤ３ヘッダの間に挿

入される。また、ラベルスタッキングを実現するために複数のシムヘッダを用いる

ことができる。

② ＭＰＬＳにおいて、同一ポリシーによって分類されるパケット群は、一般に、

ＦＥＣ(Forwarding Equivalence Class)といわれる。ＦＥＣを用いると、各パケッ

トのレイヤ３ヘッダ情報を基に一つ一つ処理する方法と比較して、効率的なパケッ

ト処理が可能となる。

③ Ｌ２ＴＰは、ＰＡＰ、ＣＨＡＰなどのユーザ認証を含むＰＰＰセッションを利用

してトンネル形成を可能としている。

④ ＰＰＴＰは、リモートアクセスＶＰＮを形成できるが、ＬＡＮ間接続ＶＰＮは形

成できない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＬＡＮスイッチのアクセスコントロールについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ タグ方式では、ＶＬＡＮ ＩＤを含むタグをＭＡＣフレームに付加し、タグをデータとと

もにＭＡＣフレームで運ぶ。タグ付きのＭＡＣフレームを受信したＬＡＮスイッチは、タグ

の内容を解釈し適切なポートにＭＡＣフレームを転送する。

Ｂ ＬＡＮスイッチにそのＬＡＮスイッチのポートへの接続を許可する機器のＭＡＣアドレス

を設定しておくことにより、そのＭＡＣアドレス以外の機器からの接続を防止する機能は、

一般に、ＭＡＣアドレスフィルタリングといわれる。

Ｃ ＬＡＮスイッチのポートの不正利用を防ぐため、ＬＡＮスイッチのポートに機器が接続さ

れたときに認証を行い、認証に成功した場合にのみポートを開けることを可能とする認証プ

ロトコルを定めた規格として、ＩＥＥＥ８０２.１Ｘがある。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

サービス妨害攻撃について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① Ｌａｎｄ攻撃は、送信元ＩＰアドレスとＭＡＣアドレスを、攻撃対象のＩＰアド

レスとＭＡＣアドレスに偽装したＴＣＰのＳＹＮパケットを生成して相手に送りつ

けることにより行われる。

② ＳＹＮ Ｆｌｏｏｄ攻撃は、ＴＣＰコネクションの確立時に行われるチャレンジ

レスポンスの仕組みを悪用している。

③ Ｐｉｎｇ ｏｆ Ｄｅａｔｈ攻撃は、規定のサイズをはるかに超える巨大なイーサ

ネットフレームを分割して相手に送りつけることにより行われる。

④ Ｓｍｕｒｆ攻撃は、ＤＤｏＳ攻撃の一種であり、ＩＣＭＰエコー要求に対して応

答パケットを送り返す仕組みを悪用している。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＩＰｓｅｃを用いる通信では、途中の経路でＮＡＴ処理が行われていると通信が正常に行

えない場合がある。ＮＡＴを越える通信を可能とするにはＩＰｓｅｃのパケットをＵＤＰの

パケットにカプセル化するなどの方法がある。

Ｂ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで使用するＩＰｓｅｃは、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層で動作

するため、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ、ＳＭＴＰなど上位のアプリケーションプロトコルを変更する

ことなくＩＰｓｅｃ－ＶＰＮを使用してアプリケーションを利用することができる。

Ｃ ＩＰｓｅｃ－ＶＰＮで用いられるＩＫＥは、ＩＰパケットの暗号化を行う際に使用する暗

号化鍵を交換するために利用される。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 
 
(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(  )表記箇所の省 
略や部分省略などをしている部分がありますが、(  )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしてお 
りません。 

 


